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家でも学校でもない

安心して過こせる第3の 居場所

●登録ボ ランティア紹介

・コーディネー ト事例

●ボラセンからのお知らせ

●ボランティア募集情報
本誌の発行には

共同募金配分金が使われています



こどもの居 場 所 ってどんなところ?

それ は、家でも学校でもな い、こども にとって 「また行

きた い」と思える地域の居場所です。

この背景には、こどもたちを取 り巻 く、家や学校では支

えきれないさまざまな状況があ ります。

図 家で一人で食事をすることが多い

団 保護者が仕事で忙しく、家で過ごす時間が限られている

図 家族の介護など、年齢に見合わない役割を担っている

図 「学校へ行きたくない」「学校へ行かなければいけないの?」

といった心の悩みを抱えている

O
.

何 気ない会話から

地域の交流の場になる

こうした状況か ら、こどもたちが安心 して過E'せ る 「第3の 居

場 所 」の 必要 性 が 高 ま る 中 、ボラ ンデイア活動による こどもの

居場所が広がって います。その内容 は、こども食堂や学習支援 、

プレーパ ーク 、未就園児の遊び場 など多岐 にわ た り、多 くの地

域の人が関わ り運営を行 っています。

こどもたちは地域の人との交流を通 して、学びや体験を重ね 、

また、地域の人にとっては、生きがいづ くりや世代 間交流 、学生

にとっては社会体験など、こどもの居場所は地域 をっな ぐ大切

な場として、多様な役割を果た しています。 /



「ここにいて良 いん だ」

ぼらんていあだより

そう思える場所が一つ増えるたびに、こどもの笑顔が

増え、その笑顔は地域へ と広が ります。地域に暮らす一

人ひとりの思いや行動によって「こどもの居場所」活動

は、支えられ育まれます。

あなたやあなたの身近で「こどもの居場所」を始めて

みたいと思った時は、社協と一緒に考えてみましよう。

こどもの居場 所 を始 めてみたい!と 思 った

2026年9月 号No.456

まず は、どん なこどもの居場所 をつ くりたいかを

イメージして、その思いに共感する仲間を集めます。

活動の目的を共有 したら、他のボランテイアグルー

プを見学し、どこで、どんなタイミングで、誰に来て

欲 しいかなどのやり方を決めましょう。

その後、関係機関とつなが り、プレオープンを し

ま しょう。その後は仲間同士で振 り返 りを行 い、意

見を出 し合 いなが ら、より良 いこどもの居場所へ

つなげていきましよう。

'居 場所の 目的や対象を決め
、スタッフで

e思 いやイメージを共有 しよう。

i■ 運営方法(会場・開催頻度など)を決め、

② 地域や関係機関と協力体制を整えよう。

eプ レオづ ンをやってみよう・

'ス タッフで振 り返 りを行い
、

④ 話 し合いを重ねながら継続していこう。

応 援 したい!と 思 った方 へ

活動資金や物品寄付など、応援の仕方はいろい

ろあ ります。ボランティア活動でお手伝いするこ

ともできます。ボランティアをやったことがない

方でも 、こどもの相手をする ことが大好 きな方

なら大歓迎です。一人ひとりの小さな関わ りが、

こどもたちの第3の 居 場 所 を 支 え ます 。

多 くの方の助 けを必要 としてい ます!

社 協 に相談 してみ よう!

忙しいスタッフのお手伝いができる方

こどものペースで勉強を教えてくれる方

見守りながらこどもと一緒に遊んでくれる方

こどものペースで話し相手になってくれる方

社協では、ボランティアや寄付の相談・仲介をはじめ、活動立ち上げ助成金や

活動支援物品の紹介 、交流会の開催、「とよた☆こどもの居場所」紹介冊子の

作成などを通して、こどもの居場所を幅広 くサポー トして います。



登録グループ名

子育てネットワークの会ふじおか

活動内容

就園前の子どもの居場所、遊び場

朝のこ:`挨拶として歌を楽 しんだ

後、シャボン玉や水遊びなどの外遊

び、おもちゃや積み木、ボール遊び

を通 して親子が自由に交流します。

七夕や秋祭 りなど季節の行事も

取り入れ、紙芝居や制作活動を行い

ながら、子ども同士や親子のつなが

りを育む温かな居場所づ くりに取

り組んでいます。

8発 足 の き っか け お母さんの力に

20年 以上前、自身の子育てで苦労した経験から、「子

育て中のお母さんたちの力になりたい」という思いで

発足しました。子育てを支え合える場所であるととも

に、親御さん同士が気軽に情報交換や交流ができる場

となることを目指して活動を続けています。

8メ ッ セ ー ジ 家庭ではできない臓 を

子どもたちの笑顔や成長に触れられることが、この活

動の大きな魅力です。スタッフも子どもたちから元気を

もらい、楽しみながら活動しています。

参加した保護者からは、「家ではできない体験ができ

た」「子どもの成長を感じられた」といった声も寄せられ

ています。活動は藤岡地区7か 所にポスターを掲示 して

案内していますので、興味のある方はぜひ気軽に参加し

てくださいね。

ヨ1;'豊 田市 藤 岡 地 区1,3、 じの さ と2階 多 目的 ホ ー ル



コーデ ィネ ート事例

ぼらんていあだより 2026年9月 号No.456

カ7エ から広がる地域の居場所

～ お客 さん と共 に～

きっかけ一
Cafe39'sに は子 ども連れか ら高齢者まで幅広い

世代が集まります。高齢のお客様から「やることがな

い」という声をきっか けに、お客様や友人へ声をか

け、地域の協力を得て畑づくりを始めました。

「以前は畑をやって いた」「挑戦 してみたかった」

「何か役に立ちたい」といった思いを持つ人たちが、

来たい時に気軽に参加できる「391sフ ァーム」が誕生

し、世代を超えた交流の場となっています。

号 号 号

¥れ か ら…

活動を続ける中で、39'sフ ァーム は自然 と高齢者

の居場所 づ くりへと発展 しま した。地域包括支援セ

ンターの協力によ り認知症力フエを定期 開催 し、

CSWが 福祉施設 との橋渡 し役 となる ことで、施設利

用者の社会参加や地域交流も広がっています。メン

バーは施設での種まきや畑での収穫、外出が難 しい

方への出張力フエなどを通 して交流を深め、生き生

きとした笑顔に喜びを感 じています。

畑作業は大変ですが、35～91歳 のボ ランティアが

支 え合 いなが ら、自らも生きがいを持って元気に活

動を続けています。

CSW(コ ミュニテ ィソーシャルワーカー)は 、「どこ に相談

す れ ば い いか わ が らな い悩 み」を受 け止 め 、支 援 者 や 関係

機 関 につ な いだ り、課 題 の解決 に向 け一緒 に考 え た りす る
"地土或の身 近な相談 者"で ある ことも役割 のひ とつで す

。

【39's7ア ーム 誕 生 】

イラス ト:Ai　 Unemoto

店 主 さん の 「地 域 の 方 に楽 しんで も ら いた い」と いう思

いが広 が り、縁 と縁 がっ なが り、地土或に根 付 いた カ フェ は、

とて も 暖 か く和 や か な雰 囲気 で した 。
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トラ イ ☆ や る ボ ラ 若 園 若園地区の子どもボランティァ

若 園地区では、子どもたちが自発的にボランディア

活動へ参加できる地域づ くりを進めています。小学校

か ら中学校 までの9年 間を通 して 、「ボ ラ ンデ イ ア と

は何 か」を見て、体験 し、学べる環境が整って います。

小学生は登下校の見守 りや田植え、茶摘み体験 などを

通 じて地域の支えに触れ 、中学生になると自ら地域で

活動する立場へ と成長 します。

若園中学校 と地域学校共働本部 は、「ボ ランティア

をやってみたい」という中学生をサポー トする窓□と

して、その一歩を応援 しています。

若 園中学校では、小学校 時代がら地域のボランディア

活動 に触れてきた経験 を生か し、「自分も地域のため に

活動 したい」と考える生徒 が多 くいます。その思いを応

援す るのが 、地域の企業 や交流館な どか ら寄せ られる

依頼 をも とに活動する「トライ☆やるボ ラ若 園」です。

保 育や生き物観察 、遊び 、農業 、イベ ン ト、木工な どさ

まざまな活動から、自分の興味や都合 に合わせてスマー

トフオンで気軽 に申 し込むことができます。

活動内容 を幅広 く用意することで、外で体を動かす こ

とが好きな子も 、室内で落ち着 いて取 り組みたい子も、

それぞれ に合 ったボランティアへ参加できます。

今年で8年 目を迎 え 、スタ ン プラ リーな どの工夫も実

り、現在で は年間約 ユ00人 の生徒 が参加 す る地域 に根付

いた取 り組みとなっています。

/5xれあいまつり中学生ブース 実行委員会 こども園ボランティア

9月 に若 園交 流館 で行 われ る

「ふ れ あ い ま つ り」に ブ ー ス を

出 して い ます 。実行 委 員会 の 中

で どん な ブ ー ス にす る か考 え

て 、地 域 の 大 人 が 先 生 とな り 、
一緒 に盛 り上 げ て くれ ます

。

こども といっ しよに

折 り紙 、ボ ー ル 遊 び 、

リ レー な ど を し ま し

た。お昼 寝 の 寝 か しつ

け 、お も ち ゃ の 消 毒 な

どを行 いま した。
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ぼらんていあだより 2026年9月 号No.456

右の写真を見て思いついた、「ひとこと」を投稿する

コーナーです。た くさんの ご応募をお待ち してい

楽 しい1お も しろ い1と 思え る回答の 中か ら一

号以 降 、本 誌で掲載します。

優秀回答の中か ら若干名の方に500円 分

の図書カー ドをプレゼ ン トします。

応募方法は、裏表紙記載のボランデイアセ 回:9'e

ンター住所宛に八ガキを投函する方法と、応

募フォームから入力する方法があります。

2026年11月20日(金)締 切

【当選 は賞品の発送をもって発表 にかえさせていただきま

応募の中でいただいたi1:感想を紹介 します。たくさんのii応 募お待ち しています!

雪 学 生の 頃

学生の頃、ボランティア活

動をしていたのでまた行きた

いと思いました。

気軽にできることがボランティア活動の良さの1

:瓢1言纏 謬 蕊 蕊 豊と寡㌫ 皇
ば、ボランテイアセンターまでご連絡ください!

巖 勇 気 を も らえ ま す

若い方もボランティアに参加している

写真には勇気を貰えます。私もベルマー

クなど小さな事からやってみたいです。

自分のできる範囲で無理な く

ボランティアをすることが、良

さの1つ です 揃 向きな鴎 見 ⑤

をいただき、私達もメラメラとm

やる気が湧いてきます1

㌔ ボ ラ ンテ ィ アが 浸 透 して い く

このようにボランティアが浸透するのって

とってもいいですね。

ありがたいことに 「ぼらんていあ

だよりを見て興味を持ちま した」と

窓口に来てくださる方もいらっしゃ

鵠 募章彊 奪論 二髭 息
どんと発信していきます!
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9
.融 お 知 「ぢ匡iレ

一

小学校の居場所

見守りボランティア募集
平日の授業後、小学校の教室を借 りて帰宅時間

まで過ごす子どもの居場所で、子どもを見守るス

駕 を驚議 校 菖 一一n
支援内容 利用する子どもの安全な見守り

募集人員 子どもが好きな心身ともに健康な成人

、ご鞠 でしたか?/

マダこの被害にも

霧㌶灘
禾蠕 難 しく

は

1q
M

随時申し込みを受け付けています

問合せ 詳しくはお問い合わせください

090-6355-2507(近 藤)

「

社 協 ㊥集めています1

回毛糸(未 使用)箇 タオル(未使用)図 端切れ布

地域や施設での作品つ くリ利 用

に使用 し、地域 貢献 に活用方法

しています

豊田市福祉センター2階 窓□、社協支所 ・

出張所の各窓口で回収しています。

@
豊田市社会福祉協議会

ボランデイアセンター

WEBサ イ ト

httPs:〃vc.toyota-shakyo.jp

〒471-0877豊 田 市 錦 町1丁 目1-1(豊 田 市福祉 セ ンター2階)

TEL.0565-31-1294/FAX.0565-33-2346

MAIL.　 vc@toyota-shakyo.　 jp


